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,80 -.03  。10 .03  2.00   1.02
.75 -。02  .01  .08  1.73    .99   α=.78
.64 -.08 -.05 -。06  1.79    97




。11  .94 -.07 -。07  3.18    。90
-.00  .68 -.01  .05  3.33    .86   α=.79
-.04  .57  .11 -.01  2,94   .95
統 210 気持ちがいい       ―.18 .48 .08 ,08 3.46  .85
内 206 楽しい          .01 .07 .80-.04 2.68 1.07
内 201 好き ―。01 -。00  。77 -.01  2.67   1.02   α=.82
内 213おもしろい      ―。00-。05。75,032.21 1.08
外 2H ほめてもらえる      一。03-。04-.00 ,79 1.92  .99 α=.69
取 215 がんばってると思われたい 。05 .05-.02 .67 1。93 1.03
因子間相関 I
Ⅱ
Ⅲ                  .22




























積 Hl失敗したとき自分で乗り越えようとす  。55    ,04
.66    -.10     -.02     2.76      .89
.58     .05      .05     3。14      .78
.58    -,001     .07     3.09      .84   α=.79
―.07     3.01      ,76





.54    -.07
.53
.49
.16      .07     3,33      .77
.00      .02     2.99      .93
積 106結果を気にせずやる           。48    .05   -.07   3.05    。80
表 104考えを言う          ―.08   .85   。07 3.01   .90
表 109自分お言葉で考えを言う 。06 .75     ,03     2,94      .87    α=.79
表 H9自分から進んで言える          。17    .58   -.07   2.85    .88
決  107ダメだと言われると自信なくなる    ―.04    .01    .67   2.50   1.03
―.01      .14     .46     2.49      。99 α=.54
.09     -。26     .44     2.42      .96
因子間相関  I .58     -。33
-,32

























3.33     3.43
〔7つ ←60
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Table4  」L における
フル介入群   ノ‐卜のみ介入群 統制群




2.98 3,07 30m 3・R 2.99 3,05 0.B Ю。27‖
〔40〔5"〔50 15つ 150〔5"
2,78 2.93 3003 3010 2,86 2093 17 5,2ご
〔7"(7め〔6つ 160〔7つ [7つ















































































































Table5  向 の子どもの分





















































































































































I         Table7 子 どもの振 り返 りの











































































5分前 に行 動す る (A)
3分前 に前 に始 め る (B)
2回、すべ て の床 をふ く (D)
【具 体 的 な行 動 】
だ ま って掃 除 をす る。 話 しか け られ て も関
係 な い話 は無 視 す る (A)
時 計 を見 な が ら,次の こ とを計 算 して動 く
(B)
明 日|ま, 床 や壁 が輝 くよ う|こ力 強 く磨 く
(C)
気づ いた らす ぐに は うきで はい た り,ぞう
きんでふ い た りして ごみ をな くす (D)
立 ってや るん じゃな くて,(ごみ が見 え る
よ うに)少ししゃがん で掃 除 をす る (D)
象的な目標】
しつか りそ うじをす る (E)
一 生懸命 が ん ば る (E)
な っ と くす るまでみ が く (F)
きちん とそ うじをす る (G)
きれ い にす る (G)
■00点の姿 でが ん ば る (H)
【気持 ちを感 じない 目標 】
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月  日  曜 日   名 前 ( )
謝辞
大学院に進みたいと思つたのは,教師になつて2年目のことでした。自分が
思い描いていた教師生活とはまったく違つた毎日。「大学生だった4年間でいつ
たい何を学んできたんだ。」と,自分の甘さを感じたことを思い出します。とう
とう12年目に自分の教師力を向上させるため,学校心理・発達健康教育コー
スを希望しました。子ども達の「′卜・行動」について理解力が高まれば,少し
でも困つている子どもたちを楽にしてあげることができるのではないかと考え
たからです。このニースには,同じように学校現場を経験している人も多く,
少し話すだけですごく勉強になりました。ゼミの中で同じような研究テーマを
持つている仲間同士の話し合いでは,いつも圧倒されてばかりでした。自分が
経験し「こうだろう」と思つていたことを,過去の論文や資料から証拠を見つ
けていかなければいけない。また,自分が調べたいと思つていたことを,すで
に研究されていたことの驚きなど,調べたりまとめたりすることは大変でした
が,とても楽しめました。
研究を進めるにあたつては,本当に周りの先生方や仲間に助けられました。
漠然としたイメージで伝えることしかできない段階の未熟な私の考えを受け止
め,次のステージヘ上がれるよう多くのご助言・ご指導をして下さつた秋光先
生。たくさんのゼミ生を抱え,自分の時間を私たちの研究のために使つていた
だき,本当に感謝しています。中間発表では,コー スの先生方から的確なご助
言 0ご助言をいただき,そこからどのように研究へと活かすのかを考えること
で,さらに深い研究へと進むことができました。ありがとうございました。そ
して,ゼミやコースの仲間とも,意見交換をしたり,励まし合ったりしてきた
こと。そこには,間違いなく人に対する尊重と友情がありました。また,研究
を実践するにあたつて,3つの小学校の先生方にご協力をいただきました。日々
忙しい中で,アンケー トに取り組んで下さつたり,授業時間を頂いたりと,貴
重な時間を割いてくださいました。こうした多くのすばらしい方々との出会い
と協力があり,研究をまとめることがでました。本当にありがとうございまし
た。
この2年間の幸せな時間の中で得たものを,現場へ帰つた時に還元すること
が私の今後の目標であり,成長した教師力と人間力で子どもたちを幸せにする
ことが私の役日です。
平成28年12月21日
中野 淳
